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話者による第二言語の語用論的知識の使用と習得の研究 (the study of non-native speakers’ use and 








中間言語語用論の研究に最も影響を与えてきたのは、Brown and Levinson (1987) の「ポライトネス理
論 (Universal Theory of Politeness)」だとされている。Brown and Levinson (1987) は、Goffman (1967) の




り、Brown and Levinson (1987) では、「ポジティブ・フェイス (Positive face)」と「ネガティブ・フェ
イス (Negative face)」の 2 つに分類している。前者は「すべての構成員が持っている、自分の欲求が
少なくとも何人かの他者にとって好ましいものであってほしいという欲求」であり、後者は「すべて
の能力ある成人構成員が持っている、自分の行動を他者から邪魔されたくないという欲求」である
（Brown and Levinson 1987、田中（監訳） 2011: 80）。両フェイスを脅かす行為は「フェイス侵害行為 
(Face Threatening Act) 」（以下、FTA）と呼ばれており、互いのフェイスが傷つきやすい状況では、FTA


















「聞き手 H が発話した意見、もしくは信じていることが前提とされる命題 P について、話し手 S が





的とする。具体的な研究課題は、以下の 3 点である。 
 
（課題Ⅰ）中国人日本語学習者と日本語母語話者の「不同意」行為で使用されるストラテジーの連鎖
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次にストラテジーの連鎖について述べる。JJ と CJ は、主要部のストラテジーの使用頻度が補助部
を上回っていた点、｛理由提示｝が最も多く、｛反対意見｝、｛代案提示｝が続いた点で共通していた。
















5.1.2  複合型 
冒頭部で使用されるストラテジーについては、JJ と CJ は、｛情報要求｝先行型を多用する点でやや
似通っていたが、相違点が多く観察された。顕著に異なったのは 3 点である。1 点目は、JJ では主要
部先行型が過半数を占めたのに対して、CJ では逆に補助部先行型が過半数を占めた点である。CC で



















体に占める割合は、CJ が最も高く、中でも｛明確化要求｝が多かった。JJ と CC の｛明確化要求｝の
使用頻度は、非常に低かった。また主要部のうち最も使用頻度が高いストラテジーについても、JJ で
は｛反対意見｝、CJ では｛理由提示｝と、異なる傾向がみられた。CC は CJ 以上に｛理由提示｝を使
用していた。したがって CJ は母語の語用論的知識を使用した可能性が高い。出現順序については、
質問を除くと、単一のストラテジーによる冒頭文の使用率は、JJ と CJ では類似する傾向がみられた
が、CC ではその半分だった。これらは、CJ が JJ と同様に話者交替を行いながら「不同意」行為を展
開させていることを示唆している。Clancy et al. (1996) は、日本語と英語は、中国語に比べ、あいづ
ちの使用頻度が高かったと報告しているが、本研究の CJ は、あいづちに関して、JJ の語用論的規範
を習得している可能性が高い。フォローアップ・インタビューでも日本語のあいづちについて言及す
る学習者がいたことから、一部の CJ は、目標言語と母語の会話展開パターンの差異に気づき、目標









用」）を上回ることが明らかになった。CC も同様の結果だった。しかし統計の結果、他の 2 グループ
に比べ、JJ は「使用」に、CJ では「非用」に偏ること、CC では両者が拮抗することが明らかになっ

















ストラテジーの一つといえる。しかしながら本研究の CJ は、JJ に比べほとんど使用していなかった。
この結果に影響を与えた要因は、否定表現の習得の難しさ（家村 2003）と母語の影響が大きいと思わ










































































































































は、博士 (国際文化) の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
